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B-Myb (Mybl2) は、細胞増殖、分化、アポトーシスに関わる Myb gene family の 1 つであり、その
homologue は脊椎動物細胞に ubiquitous に発現していることが知られているが、表皮角化細胞における
B-Myb の役割は分かっていない。そこで、表皮角化細胞の増殖と分化に B-Myb がどのような役割を果
たしているかを明らかにすることを目的に、以下の実験が試みられた。 
(対象と方法) 
正常マウス皮膚で、分化の前後における B-Mybの RNAやタンパクの発現が、リアルタイム PCR法、
ウエスタンブロット法にて検討された。 




 正常ヒト表皮角化細胞において B-Mybをノックダウンさせ、三次元培養モデルが作成された。 







 ヒト角化細胞株 HaCaT をコラーゲンゲル上で空気暴露する三次元培養を行うと、HaCaT 細胞は重層








 また、B-Mybが HaCaT細胞に過剰発現され、ウエスタンブロット法や定量 PCR法にて測定されると、








 細胞周期におけるタンパク質や mRNA の発現は、B-Myb を過剰発現させると、S 期に必要な CDK1
が増加し、G2/M 期に必要な CDK2 が増加し、S 期、G2/M 期ともに必要なサイクリン A が増加した。












平成 26 年 12 月 25 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
 -２
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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